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Abstract：A purpose of this study is to clarify knowledge and skills of the post of principal, vice-principal 
required for future school management. In this study, free description-style survey was replied by vice-
principals and principals. As a result, four points of the next became clear. ① Vice-principals tends to think 
"nature" of the post of vice-principal is different from "nature" of the post of principal. However, principals 
tends to think "nature" of the post of vice-principal is similar to "nature" of the post of principal. ② Vice-
principals tends to think the knowledge and skill that it is thought that it is necessary for the post of principal 
is necessary for post of vice-principal in future school management. However, principals tends to think the 
knowledge and skills that it is thought that it is necessary for the post of vice-principal is necessary for post of 
vice-principal in future school management too. ③ Vice-principal tends to think that " cooperation construction 
with the outside " is necessary for future school management than the principals. ④ Exercises about decision 
making may be effective for post of principal. Exercises to assist the principal may be effective for post of vice-
principal.
Keywords：Knowledge, Skills, Principal, Vice-principal, future school management
将来の学校経営に必要とされる校長・教頭職の知識・スキルに関する研究
─　校長・教頭を対象とした自由記述式の質問紙調査の結果から　─
A study on knowledge and skill of the post of principal and
vice-principal required for future school management
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基 礎 的 ・ 専 門 的
知 識 ・ ス キ ル
−０.４０.６５０.２１教育政策の理解
−０.１４.６３７４.５２２教育指導の理論ないし専門的知識・技術
−０.４１.３１００.８４その他の専門的知識
−０.５０.８６０.２１広い視野
見 識
−０.２０.６５０.４２先見性
−０.２０.６５０.４２多角的で柔軟な思考
０.４０.３２０.６３社会情勢の把握
０.８０.６５１.４７知性・教養
０.４０.９７１.２６その他の見識
１.７４.１３３５.８２８リーダーシップ・指導力・統率力
資 質
１.４０.９７２.３１１気配り・観察力
−０.７２.８２２２.１１０発想・企画力・創造性
０.１１.４１１１.４７対応力
−０.３０.５４０.２１信念
−１.２２.９２３１.７８判断力・決断力
０.２０.４３０.６３責任感
−０.１２.６２１２.５１２実行力・行動力
０.１４.６３７４.８２３調整力
−０.４５.４４３５.０２４情報活用力
１.１１.０８２.１１０健康
−１.９５.３４２３.３１６人間性
１.２５.０４０６.２３０コミュニケーション力
−１.９４.６３７２.７１３その他の資質
０.００.９７０.８４経 験
−０.５０.８６０.２１（学習，人脈，プレゼンテーション能力）そ の 他
０.０１００８００１００４８４合 計
※網掛け部分は，校長と教頭の割合の差の絶対値が２.０以上の項目に施されている。
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「外部との連携構築」，に関する知識・スキルが必要だと
考える傾向があると言える。
Ⅳ．考察
　以上の分析結果から，将来の学校経営に必要とされる
校長・教頭職の知識・スキル，および学校管理職の養成
のあり方について，次の４点を指摘できる。
　第一に，教頭は，将来の学校経営に必要とされる校長
職と教頭職の「資質」を別だと考える傾向があるが，校
長は，教頭職に必要と考えられている「資質」が校長職
にも必要と考える傾向がある。それ故，教頭職に必要と
される「資質」を教頭職在職中に身につけておくことは，
校長の職務を遂行する上でも有効なように思われる。
　Ⅲの１．および２．で見てきたように，将来の学校経営
に必要とされる教頭職の「資質」で，かつ，校長職では
あまり必要と考えられていない「資質」として，「コミュ
ニケーション力」，「情報活用力」，「調整力」が挙げられ
る。
　これら教頭職に必要だと考えられている「資質」につ
て表２を見ると，割合の差は大きくないが，教頭よりも
校長の方が，校長職に必要と考える傾向がある。また，
Ⅲの４．で見てきたように，将来の学校経営に必要とされ
る校長職の知識・スキルについて，校長は，教頭よりも，多
様な資質が必要だと考える傾向がある。
　それに対して，教頭職よりも校長職に，より必要とさ
れる「資質」としては，Ⅲの３．で見てきたように，「判
断力・決断力」，「リーダーシップ・指導力・統率力」が
挙げられる。
　これら校長職に必要だと考えられている「資質」につ
いて，Ⅲの４．で見てきたように，校長よりも教頭の方が
校長職に必要と考える傾向がある。
　上記のことから，教頭は，教頭職に必要と考えられて
いる「資質」が，校長職に必要と考えられている「資質」
とは異なると考える傾向があると言える。それに対して，
校長は，教頭職に必要と考えられている「資質」が校長
職にも必要と考える傾向があると言える。
　したがって，教頭は，校長職と教頭職に必要な「資質」
を別だと考える傾向があるものの，教頭が，「コミュニ
ケーション力」，「情報活用力」，「調整力」といった知識・
スキルを在職中にＯＪＴで身につけておくことは，校長
としての職務を遂行する上でも有効だと考えられる。
　第二に，教頭は，校長職に必要だと考えられている知
識・スキルが，将来の学校経営において，教頭職にも必
要だと考える傾向があるが，校長は，教頭職に必要だと
考えられている知識・スキルが，将来の学校経営におい
ても，教頭職に必要だと考える傾向がある。そのため，
校長は，教頭に，これまで以上に「学校経営・組織マネ
ジメント」に深く関わらせることを通して，よりよい学
校経営の実現と，教頭の学校管理職としての職能成長を
促すことができるように思われる。
　Ⅲの５．で見てきたように，教頭は，校長よりも，将来
の学校経営において教頭職には，「学校経営・組織マネジ
メント」に関する知識・スキルが必要だと考える傾向が
ある。
　この「学校経営・組織マネジメント」は，Ⅲの３．の
１）でみてきたように，将来の学校経営において，教頭
職よりも校長職に必要だと考えられている知識・スキル
である。
　それにたいして，Ⅲの５．でみてきたように，校長は，
教頭よりも，将来の学校経営において教頭職には，「校長
の補佐」，「事務の処理」に関する知識・スキルが必要だ
と考える傾向がある。
　これらの「校長の補佐」，「事務の処理」は，Ⅲの３．の
２）で見てきたように，将来の学校経営において，校長
職よりも教頭職に必要だと考えられている知識・スキル
である。
　上記のことから，教頭は，校長職に必要だと考えられ
ている「学校経営・組織マネジメント」が，将来の学校
経営において，教頭職に必要だと考える傾向があると言
える。それに対して，校長は，教頭職に必要だと考えら
れている「校長の補佐」，「事務の処理」が，将来の学校
経営においても，教頭職に必要だと考える傾向があると
言える。
　このことから推測すれば，教頭は，将来の学校経営に
おいて，教頭も校長職の職務である「学校経営・組織マ
ネジメント」に関わるべきだと考える傾向があるのに対
して，校長は，教頭は，将来の学校経営においても，教
頭職の職務である「校長の補佐」，「事務の処理」に専念
すべきだと考える傾向があるように思われる。
　このように考えれば，将来の学校経営においては，校
長は，教頭の役割を「校長の補佐」，「事務の処理」にと
どめておくのではなく，教頭の「学校経営・組織マネジ
メント」に従事する意思を生かして，共に「学校経営・
組織マネジメント」を進めていくことが求められるので
はなかろうか。また，教頭が，「学校経営・組織マネジメ
ント」により関与することは，学校経営に関するＯＪＴ
を促すことにもなるように思われる。
　第三に，教頭は，校長よりも，将来の学校経営には，
「外部との連携構築」が必要だと考える傾向がある。
よって，「外部との連携構築」の研修については，校長よ
りも，教頭に対して行った方が，効果が高いように思わ
れる。
　Ⅲの４．で見てきたように，将来の学校経営に必要とさ
れる校長職の知識・スキルについて，校長よりも教頭の
方が「外部との連携構築」を必要だと考えている。また，Ⅲ
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の５．の２）で見てきたように，将来の学校経営に必要と
される教頭職の知識・スキルについて，校長よりも教頭
の方が「外部との連携構築」を必要だと考えている。
　これらのことから，教頭は，校長よりも，将来の学校
経営には，「外部との連携構築」が必要だと考える傾向が
あると言える。したがって，校長よりも，教頭に対して「外
部との連携構築」の研修を行った方が，研修内容がより
受講者のニーズに合うと考えられる。そのため「外部と
の連携構築」の研修については，校長よりも，教頭に対
して行った方が，研修効果がより高まる可能性を指摘で
きる。
　第四に，Ⅲの１．および２．より，学校管理職に対する
研修内容を，次のように構想することができる。
　校長職，教頭職に共通する研修内容としては，①学校
組織マネジメント（ビジョンの構築，共有，実践を含む），
②外部との連携構築，③人材育成と教育指導，④リーダー
シップに関する知識，⑤コミュニケーション，が考えら
れる。
　とくに，校長に対しては，こうした研修内容において，
判断力・決断力を養うために，意思決定に関する演習を
意識的に組み込んでも良いかもしれない。
　また，教頭に対しては，こうした研修内容において，
校長を補佐したり，校長と教諭の間をつないだりするよ
うな演習や，学校の事務に関する内容を組み込んでも良
いかもしれない。
　本研究の今後の課題としては，次の２点が挙げられる。
　第一は，今回分析したデータについて，学校種の違い
を分析することである。今回の分析では学校種の違いを
無視して，職種の違いに焦点をあてたが，学校種の違い
に焦点をあてることで，学校管理職の養成のあり方に関
する新たな示唆を得られるかもしれない。
　第二は，今回の予備調査の結果，生成された質問項目
を用いて，学校管理職の力量形成要求等に関する，校長，
副校長，教頭，主幹教諭を対象とした選択肢式の質問紙
調査を実施，分析することである。これについては，近
いうちに別稿にて報告したい。
注
　本稿を作成するにあたっての分担は，次の通りである。
本稿の執筆およびデータの分析については主に大林が担
当した。調査票は，佐古と大林の協議によって作成され
た。江川は，データ分析におけるコーディングや分類の
妥当性の確認を担当した。また，全体の修正は，大林，
佐古，江川によって行われた。
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